
第
一
節

大
い
な
る
期
待
を
双
肩
に

学
長
兼
校
長
に
伊
藤
一
郎
先
生
就
任

創
立
者
で
あ
り
、
短
期
大
学
学
長
兼
小
・
中
・
高
・
栄
養
の
校
長
で
あ
ら
れ
た
伊
藤
友
作
先
生
が
、
八
十
歳
の
高
齢
に
達
し
、

ま
た
創
立
二
十
周
年
記
念
の
式
典
を
終
え
た
の
を
機
と
し
て
、
退
任
さ
れ
、
昭
和
三
十
六
年
四
月
、
副
校
長
と
し
て
多
年
父
君

友
作
先
生
を
補
佐
し
て
こ
ら
れ
た
伊
藤
一
郎
先
生
が
、
新
学
長
兼
校
長
に
就
任
さ
れ
た
。

中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
奨
学
会
と
改
め
る

昭
和
三
十
六
年
五
月
二
十
七
日
、
講
堂
二
階
控
室
に
お
い
て
行
わ
れ
た
「
中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
会
」
は
、
従
来
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
奨

学
会
と
改
称
す
る
旨
の
議
が
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

母
姉
会
の
発
足

昭
和
四
十
年
五
月
二
十
二
日
に
、
本
学
院
の
中
学
・
高
校
の
母
姉
会
が
発
足
し
た
。

子
ど
も
を
健
全
に
成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
、
学
校
と
家
庭
と
が
お
互
い
に
手
を
携
え
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
子



女
の
家
庭
教
育
に
お
い
て
は
、
母
親
の
占
め
る
役
割
は
大
き
い
。
し
か
し
、
家
庭
婦
人
は
毎
日
繁
雑
な
家
事
に
追
わ
れ
、
と
か

く
余
暇
も
少
な
く
、
自
分
の
時
間
す
ら
な
い
有
様
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
子
ど
も
の
家
庭
教
育
は
充
分
で
き
ず
、
子
ど
も
の
話
相

手
、
相
談
相
手
に
も
な
れ
な
い
。
こ
ん
な
状
態
か
ら
、
母
姉
が
家
庭
教
育
の
担
い
手
と
し
て
の
資
質
を
高
め
学
校
と
更
に
協
力

し
、
健
全
な
子
女
を
育
て
る
た
め
に
こ
の
会
が
誕
生
し
た
。
母
姉
会
は
、
現
在
奨
学
会
の
母
姉
部
と
し
て
、
引
続
き
活
動
し
て

い
る
。

第
二
節

中
高
本
館
新
築
落
成

本
学
院
創
立
以
来
二
十
余
年
を
経
た
老
朽
校
舎
に
代
わ
り
、
昭
和
三
十
八
年
四
月
に
中
高

本
館
が
落
成
し
た
。

教
室
数
二
〇
室
、
管
理
部
門
と
し
て
、
校
長
室
、
事
務
室
、
職
員
室
、
会
議
室
、
及
び
医

務
室
が
あ
り
、
搭
屋
を
含
み
延
面
積
三
、一
一
〇
・
一
八
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
こ
こ
に

は
じ
め
て
四
階
建
て
鉄
筋
校
舎
が
本
校
に
完
成
し
、
次
の
第
二
期
、
第
三
期
の
校
舎
鉄
筋
化

の
嚆
矢
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
増
改
築
と
こ
と
な
り
、
多
大
の
経
費
を
要
す
る

と
こ
ろ
か
ら
、
学
校
債
を
募
集
し
、
経
費
の
一
部
を
父
兄
の
協
力
に
あ
お
い
だ
。
こ
の
学
校

債
は
、
生
徒
一
人
に
つ
き
、
一
口
一
、〇
〇
〇
円
で
三
口
以
上
と
し
、
償
還
は
卒
業
期
と
い

新築された中高本館

昭和学院及び中学校・高等学校



う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
父
兄
の
積
極
的
な
参
加
を
得
、
順
調
に
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
館
落
成
式
は
、
本
館
の
他
に
特
別
教
育
施
設
の
整
備
を
お
え
た
秋
十
月
二
十

五
日
に
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

第
三
節

学
院
長
の
欧
米
教
育
視
察

海
外
教
育
視
察
の
た
め
、
学
院
長
伊
藤
一
郎
先
生
は
昭
和
三
十
九
年
五
月
二
十

四
日
よ
り
六
月
十
七
日
ま
で
の
間
、
欧
米
各
国
を
視
察
し
て
帰
ら
れ
た
。
学
院
長

は
、
こ
の
視
察
で
得
た
も
の
を
逐
次
学
院
教
育
に
生
か
さ
れ
、
よ
り
よ
い
教
育
の

充
実
発
展
を
図
ら
れ
た
。

第
四
節

偉
大
な
る
業
績
を
残
し
て

一
、
創
立
者
伊
藤
友
作
先
生
逝
く

欧米視察に出発される学院長



昭
和
三
十
九
年
十
一
月
十
九
日
午
後
三
時
、
創
立
者
で
あ
り
理
事
長
で
あ
っ
た
伊
藤
友
作
先
生
が
、
八
十
三
歳
で
逝
去
さ
れ

た
。
病
床
に
就
か
れ
た
の
は
僅
か
数
日
間
で
、
教
職
員
の
多
く
は
先
生
の
病
床
に
あ
る
こ
と
さ
え
も
知
ら
な
か
っ
た
。
日
頃
壮

健
で
あ
ら
れ
、
つ
い
先
ほ
ど
ま
で
元
気
な
御
姿
を
学
校
で
拝
見
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
あ
ま
り
に
突
然
で
信
じ
ら
れ
な

い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

御
逝
去
の
翌
日
、
午
後
六
時
よ
り
通
夜
が
行
わ
れ
、
学
校
構
内
の
理
事
長
宅
の
庭
は
、
創
設
以
来
の
卒
業
生
、
生
徒
の
父
兄
、

教
育
関
係
の
方
々
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
の
焼
香
引
き
も
切
ら
ず
、
し
め
や
か

に
行
わ
れ
た
。

つ
い
で
告
別
式
は
、
二
十
二
日
午
後
一
時
よ
り
、
講
堂
に
お
い
て
厳
粛
に
と

り
行
わ
れ
た
。
千
葉
県
知
事
友
納
武
人
、
市
川
市
長
浮
谷
竹
次
郎
、
千
葉
県
私

立
中
学
高
等
学
校
協
会
代
表
平
田
博
、
千
葉
県
私
立
学
校
団
体
代
表
植
草
こ
う
、

友
人
代
表
臼
井
荘
一
、
昭
和
学
院
教
職
員
代
表
で
葬
儀
委
員
代
表
福
島
耀
三
、

昭
和
学
院
奨
学
会
代
表
、
同
窓
会
代
表
、
生
徒
代
表
等
の
弔
辞
が
次
々
と
捧
げ

ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
創
立
者
故
理
事
長
の
偉
大
な
功
績
と
、
超
人
的
な
日
夜

に
わ
た
る
精
進
を
た
た
え
、
ま
た
生
前
の
面
影
を
敬
慕
す
る
言
葉
に
満
ち
て
い

な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。

告
別
式
後
、
校
庭
に
お
い
て
生
徒
と
最
後
の
対
面
を
さ
れ
た
。
職
員
数
名
に

創立者伊藤友作先生葬儀

昭和学院及び中学校・高等学校



よ
っ
て
守
ら
れ
る
が
如
く
さ
さ
え
ら
れ
た
櫃
が
、
校
庭
に
居
な
ら
ぶ
生
徒
た
ち
の
前
を
、
か
な
し
く
も
厳
か
に
奏
さ
れ
る
葬
送

行
進
曲
の
中
を
粛
々
と
一
周
し
、
葬
場
に
向
か
っ
た
。
営
々
と
し
て
築
か
れ
た
校
舎
の
姿
と
も
こ
れ
を
最
後
の
別
れ
と
し
て
。

二
、
故
理
事
長
夫
人

学
院
長
母
堂

逝
く

学
院
長
伊
藤
一
郎
先
生
の
母
堂
伊
藤
も
と
刀
自
は
昭
和
四
十
二
年
十
月
二
日
午
後
七
時
二
十
分
、
心
筋
梗
塞
の
た
め
急
逝
さ

れ
た
。
享
年
七
十
四
歳
で
あ
ら
れ
た
。
刀
自
は
故
理
事
長
伊
藤
友
作
先
生
と
と
も
に
い
く
た
の
困
難
を
の
り
こ
え
本
学
院
の
創

設
、
発
展
に
内
助
の
功
を
つ
く
さ
れ
た
方
で
あ
り
、
前
理
事
長
先
生
の
御
逝
去
の
あ
と
、
本
校
の
発
展
を
見
守
っ
て
、
ま
だ
ま

だ
長
命
で
あ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
慕
わ
れ
て
い
た
方
だ
け
に
、
突
然
の
御
逝
去
は
大
き
な
も
の
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

寂
莫
の
感
に
た
え
ぬ
も
の
が
あ
る
。

現
在
は
創
立
記
念
館
と
な
っ
た
が
、
お
住
居
が
近
か
っ
た
の
で
、
い
つ
も
そ
の
や
さ
し
い
お
姿
が
拝
見
さ
れ
た
。
た
だ
で
さ

え
困
難
な
戦
前
戦
後
の
世
相
の
中
を
、
し
か
も
大
き
な
学
校
の
経
営
者
の
伴
侶
と
し
て
力
を
つ
く
さ
れ
耐
え
て
こ
ら
れ
た
さ
ま

な
ど
を
、
少
し
も
お
も
て
に
あ
ら
わ
さ
れ
ず
、
い
つ
も
笑
み
を
た
た
え
て
い
ら
れ
た
お
姿
、
ま
た
、
仕
事
で
夜
分
に
わ
た
っ
た

職
員
な
ど
へ
の
優
し
い
お
心
づ
く
し
な
ど
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

学
院
長
御
一
家
の
お
嘆
き
も
さ
ぞ
か
し
と
察
せ
ら
れ
た
。
故
理
事
長
夫
人
は
御
主
君
の
御
逝
去
の
あ
と
、
ず
っ
と
お
一
人
で

生
活
さ
れ
て
い
た
が
、
御
高
齢
で
も
あ
り
、
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
て
は
と
、
学
院
長
御
自
宅
の
敷
地
内
に
別
宅
を
建
て
、
そ

こ
に
住
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
、
前
日
移
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
か
え
す
が
え
す
も
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。



三
、
創
立
者
の
遺
志
を
受
け
継
い
で

創
立
者
伊
藤
友
作
先
生
は
、
本
校
創
立
後
、
学
院
経
営
に
日
夜
専
心
す
べ
く
、
千
葉
市
内
に
あ
っ
た
お
宅
を
、
昭
和
十
八
年

こ
の
学
校
校
地
の
一
隅
に
移
築
さ
れ
た
。
そ
れ
が
現
在
の
創
立
記
念
館
で
あ
る
。
こ
の
建
物
は
亡
き
創
立
者
御
夫
妻
の
面
影
の

ご
と
く
慕
わ
し
く
、
か
た
み
の
ご
と
く
残
さ
れ
た
。

創
立
当
時
の
学
院
の
面
影
を
残
す
も
の
は
、
今
は
た
だ
こ
の
邸
宅
の
み
と
な
っ
た
。

そ
の
庭
園
に
美
し
く
配
さ
れ
た
樹
石
の
た
た
ず
ま
い
、
建
物
の
柱
の
一
本
一
本
に
も

創
立
者
の
い
ぶ
き
の
残
っ
て
い
る
こ
の
建
物
は
、
創
立
以
来
こ
の
学
び
や
に
薫
陶
を

受
け
た
、
い
く
た
の
卒
業
生
や
、
ま
た
学
院
発
展
に
あ
ず
か
っ
た
職
員
そ
の
他
多
く

の
人
々
に
と
っ
て
も
、
忘
れ
が
た
い
心
の
ふ
る
さ
と
で
も
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
こ
こ
に
、

こ
の
建
物
を
創
立
記
念
館
と
命
名
し
、
な
が
く
保
存
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
邸
宅
は
、
一
つ
の
応
接
間
の
他
は
す
べ
て
和
室
で
あ
り
、
主
と
し
て
、
ク
ラ

ブ
活
動
及
び
課
外
活
動
の
茶
道
、
箏
曲
等
の
情
操
教
育
の
面
に
毎
日
の
よ
う
に
活
用

さ
れ
て
い
る
。

創立記念館

昭和学院及び中学校・高等学校



奨
学
金
制
度
発
足

伊
藤
奨
学
金
制
度
は
、
故
理
事
長
先
生
の
御
遺
志
に
よ
る
も
の
で
、
昭
和
四
十
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
奨
学
資
金
制

度
は
、
当
時
の
日
本
育
英
会
の
奨
学
資
金
制
度
と
違
っ
て
、
優
秀
生
徒
に
対
し
て
奨
学
の
目
的
で
支
給
す
る
も
の
で
、
返
済
の

必
要
な
し
と
い
う
特
典
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

四
、
伊
藤
一
郎
先
生
昭
和
学
院
理
事
長
に
就
任

昭
和
三
十
六
年
三
月
、
本
学
院
創
立
者
、
学
院
長
の
伊
藤
友
作
先
生
は
、
昭
和
学
院
校
長
・
学
長
を
退
任
し
、
以
来
理
事
長

に
専
任
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
の
ご
逝
去
に
伴
い
、
理
事
会
は
後
任
理
事
長
と
し
て
伊
藤
一
郎
先
生
を
選
任
し
、
昭

和
四
十
年
一
月
一
日
、
学
校
法
人
昭
和
学
院
理
事
長
に
就
任
さ
れ
、
学
長
、
校
長
に
併
せ
て
、
理
事
長
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。第

五
節

創
立
二
十
五
周
年
記
念
式
典
及
び
記
念
事
業

一
、
記
念
式
典
挙
行



昭
和
四
十
年
十
月
二
十
五
日
に
、
本
学
院
創
立
二
十
五
周
年
記
念
式
典
は
講
堂
に
お
い
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
式
典
に

は
二
、〇
〇
〇
人
も
の
多
数
の
来
賓
・
父
兄
が
臨
席
し
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
タ
・
サ
フ
ァ
イ
ヤ
の
荘
厳
な
「
君
が
代
」
演
奏
の
も

と
に
、
式
典
の
幕
が
開
か
れ
た
。
晴
天
に
恵
ま
れ
、
意
義
深
い
記
念
式
典
で
あ
っ
た
。

二
、
高
く
聳
え
る
中
学
館

創
立
二
十
五
周
年
を
真
に
意
義
深
い
も
の
に
す
る
た
め
に
、
昭
和
四
十
年
度
に
は
諸
施
設

の
改
善
整
備
が
図
ら
れ
た
。
ま
ず
最
初
に
、
昭
和
三
十
九
年
九
月
に
着
工
さ
れ
た
中
学
校
新

館
が
、
半
年
の
工
事
の
後
、
昭
和
四
十
年
三
月
三
十
一
日
に
竣
工
し
た
。

校
舎
の
総
面
積
は
四
八
九
坪
、
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
御
父
兄
か
ら
大
き
な
協
力
を
仰
い

だ
。
建
物
は
、
鉄
筋
四
階
建
て
で
、
高
校
本
館
に
つ
い
で
の
近
代
建
築
と
し
て
完
成
し
、
中

学
校
一
同
の
喜
び
は
大
き
か
っ
た
。

校
舎
内
部
は
、
普
通
教
室
が
九
教
室
あ
り
、
一
階
に
二
教
室
、
二
階
に
一
教
室
、
三
、
四

階
に
そ
れ
ぞ
れ
三
教
室
あ
っ
た
。
教
室
の
他
に
は
、
二
階
に
職
員
室
、
応
接
室
、
放
送
室
が

設
け
ら
れ
た
。
こ
の
中
で
放
送
室
は
、
放
送
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に
よ
り
、
こ
れ
に
吸
収
さ
れ
、

昭
和
四
十
六
年
度
秋
に
、
図
書
館
分
室
に
改
造
さ
れ
、
中
学
校
の
図
書
室
と
し
て
使
用
さ
れ

た
。
そ
の
他
階
下
は
、
広
い
玄
関
ホ
ー
ル
と
下
足
室
に
な
っ
て
い
た
。

創立25周年記念式典
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昭
和
四
十
年
六
月
に
発
行
さ
れ
た
学
校
新
聞
に
よ
る
と
、
当
時
の
生
徒

の
感
想
で
は
、「
教
室
が
新
し
く
な
っ
た
の
で
、
新
た
な
気
持
ち
で
、
落

ち
着
い
て
学
習
し
、
行
動
で
き
る
」「
木
造
建
築
と
違
っ
て
、
教
室
内
は

暗
く
な
く
、
ま
た
外
部
の
騒
音
も
聞
こ
え
ず
勉
強
に
も
身
が
入
る
よ
う
に

な
っ
た
」「
掃
除
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
る
の
で
や
り
が
い
が

あ
る
」
と
そ
の
喜
び
を
述
べ
て
い
る
。

昭
和
四
十
年
四
月
二
十
三
日
、
二
十
四
日
の
両
日
、
父
兄
を
招
い
て
校

舎
内
の
巡
覧
が
行
わ
れ
た
。
こ
こ
に
完
成
し
た
中
学
校
新
館
校
舎
は
、
木
造
校
舎
に
比
較
す
る
と
、
第
一
に
明
る
く
て
広
い
、

夏
は
風
通
し
よ
く
、
冬
で
も
す
き
間
風
が
入
ら
な
い
の
で
そ
れ
ほ
ど
寒
く
感
じ
な
い
、
秋
冬
で
も
暖
か
い
日
ざ
し
が
い
っ
ぱ
い

教
室
内
に
さ
し
込
む
、
こ
の
よ
う
に
、
自
然
条
件
も
鉄
筋
校
舎
に
は
有
利
に
働
く
よ
う
で
あ
る
。

中
学
校
の
学
級
数
が
、
各
学
年
共
四
ク
ラ
ス
と
い
う
こ
と
か
ら
、
建
設
当
時
は
ま
だ
三
教
室
ほ
ど
不
足
し
て
お
り
、
一
年
生

の
三
ク
ラ
ス
が
木
造
校
舎
を
使
用
し
て
い
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
度
に
中
・
高
の
校
舎
が
完
成
し
、
教
室
が
充
足
さ
れ
た
。
新

校
舎
は
、
中
学
館
、
そ
れ
に
接
続
し
て
新
設
さ
れ
た
高
校
校
舎
合
わ
せ
て
、
長
さ
一
〇
五
メ
ー
ト
ル
の
建
造
物
で
あ
り
、
菅
野

の
地
に
そ
の
雄
姿
を
誇
っ
て
い
た
。
創
立
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、
こ
の
校
舎
の
北
面
道
路
両
側
に
染
井
吉
野
の
桜
を
五
〇
〜

六
〇
本
植
え
た
。
今
で
は
、
そ
れ
が
生
長
し
て
、
幹
は
太
く
な
り
、
枝
葉
は
生
い
茂
っ
て
、
恰
好
の
桜
並
木
を
つ
く
っ
て
い
る
。

新築された中学館



三
、
緑
陰
を
つ
く
る
大
庭
園

本
学
院
で
は
、
校
舎
の
建
設
と
共
に
環
境
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。
昭
和
四
十
年
七
月
に
は
、
講
堂
脇
に
約
一
〇
〇
万

円
の
費
用
を
か
け
て
洋
式
大
庭
園
及
び
噴
水
を
完
成
し
た
。

こ
の
庭
園
を
造
成
す
る
動
機
と
な
っ
た
の
は
、
前
年
の
昭
和
三
十
九
年
に
学
院
長
が
欧
米
視
察
旅
行
を
さ
れ
た
折
、
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
の
チ
ボ
リ
ー
公
園
の
美
し
さ
に
心
ひ
か
れ
、
学
院
内
に
も
庭
園
を
造
り
、
環
境
美
化
に
努
め
る
と
共
に
、
児
童
、
生

徒
、
学
生
の
憩
い
の
場
所
を
備
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
庭
園
に
は
二
重
噴
水
が
造
ら
れ
、
そ
の
周
囲
に
は
、
一
面
に
芝
生
と
樹

木
が
植
え
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
の
庭
園
造
成
に
あ
た
っ
て
、
こ
こ
に
故
理
事
長
先
生
の
胸
像
を
、
従
前
の
位
置
か
ら
移
転
し
た
。

こ
の
年
に
は
ま
た
、
視
聴
覚
館
脇
か
ら
元
の
理
事
長
先
生
胸
像
跡
（
第
二
社
会
科
教
室
前
）
一
帯
が
舗
装
さ
れ
、
雨
の
日
で

も
安
心
し
て
歩
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
他
に
、
生
徒
が
自
然
に
親
し
み
、
樹
木
愛
護
の
精
神
を
養
う
た
め
に
、
中
学
、
高
校
の
花
壇
が
造
ら
れ
、
高
校
で
は
コ

ー
ス
別
に
造
ら
れ
た
。
父
兄
の
協
力
も
あ
っ
て
、
苗
木
や
草
花
が
寄
贈
さ
れ
、
生
徒
自
身
の
手
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
。
夏
休

み
中
も
交
替
で
除
草
や
注
水
が
続
け
ら
れ
管
理
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
年
九
月
に
、
公
徳
心
目
標
「
樹
木
を
愛
護
し
ま
し
ょ
う
」

が
定
め
ら
れ
た
。
花
壇
愛
護
が
一
層
盛
ん
に
な
っ
た
。
十
月
に
は
、
植
え
ら
れ
た
菊
が
、
赤
、
黄
、
白
と
咲
き
誇
り
、
一
段
と

華
や
か
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
園
芸
部
員
の
手
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
た
矢
車
草
、
千
日
紅
、
金
盞
花
、
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
、
紅
サ
ル
ビ
ア
な
ど
の
苗
木
が
毎
年
美
し
い
花
を
咲
か
せ
た
。

昭和学院及び中学校・高等学校



四
、
語
学
力
を
伸
ば
す
Ｌ
Ｌ
施
設

昭
和
四
十
年
度
は
、
数
々
の
特
別
教
室
が
設
置
さ
れ
た
。
中
で
も
語
学
演
習
室
は
、
当
時
千
葉
県
下
で
も
設
置
校
は
少
な
く
、

私
立
学
校
で
は
、
本
学
院
が
最
初
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
注
目
さ
れ
た
。
こ
の
Ｌ
Ｌ
教
室
の
完
成
に
は
多
額
の
経
費
を
要
し
た
。

学
院
長
の
現
代
教
育
に
対
す
る
強
い
関
心
と
、
英
語
科
職
員
の
熱
意
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
十
年
九
月
に
完
成
し
た
。
場
所
は
旧

本
館
内
の
図
書
館
二
階
に
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
施
設
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十
七
日
未
明
の
火
災
で
焼
失
し
た
が
、
昭
和
四
十
二
年
に
は
Ｌ
Ｌ
教
室
が
再
び
設

置
さ
れ
、
更
に
充
実
し
た
施
設
が
つ
く
ら
れ
、
こ
の
設
備
を
利
用
し
て
、「
話
す
」、「
聞
く
」
と
い
う
最
新
の
英
語
教
育
が
行

わ
れ
て
い
た
。

第
六
節

美
し
い
白
樺
林
の
中
に

八
ヶ
岳
山
荘

人
間
は
誰
し
も
自
分
の
心
の
中
に
、
美
し
い
自
然
を
求
め
る
。
し
か
し
、
都
会
に
住
ん
で
い
る
生
徒
の
大
半
は
、
自
然
の
風

物
に
接
す
る
機
会
は
比
較
的
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
自
然
に
親
し
ま
せ
、
ま
た
集
団
と
し

て
の
共
同
生
活
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
い
う
配
慮
か
ら
、
山
梨
県
の
八
ヶ
岳
山
麓
に
広
が
る
広
大
な
土
地
、
清
里
高
原
に
、
本

学
院
の
林
間
教
育
施
設
が
昭
和
四
十
年
六
月
二
十
五
日
に
完
成
し
た
。
こ
の
施
設
は
、
創
立
二
十
五
周
年
記
念
行
事
の
一
環
と



し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
着
工
は
三
十
九
年
十
二
月
で
あ
っ
た
。

八
ヶ
岳
山
荘
は
、
山
林
の
施
設
で
あ
る
た
め
に
、
湿
気
が
多
く
、
し
か
も
、
木
造
の
建
物
で
あ
る
の
で
、
そ
の
保
存
に
は
十

分
に
留
意
し
、
開
校
以
来
増
築
、
改
修
を
行
っ
て
き
た
。
特
に
平
成
八
年
に
は
、
屋
根
、
外
壁
の
全
面
的
な
改
修
、
塗
り
替
え

と
い
っ
た
大
工
事
を
行
う
と
共
に
、
玄
関
そ
の
他
内
部
の
破
損
個
所
の
改
修
が
な
さ
れ
た
。
林
間
学
校
は
多
く
夏
休
み
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
期
は
そ
れ
ら
に
あ
わ
せ
て
、
春
先
か
ら
着
工
し
た
。
こ
の
改
修
に
よ
り
、
建
物
も
従
前
と
見
違
え
る

よ
う
に
な
っ
て
、
小
学
校
か
ら
短
大
ま
で
、
校
外
学
習
の
利
用
者
に
大
変
喜
ば
れ
た
。

毎
年
各
学
校
で
利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
老
朽
化
し
た
た
め
、
平
成
十
六
年
に
改
築
を

検
討
し
、
実
施
設
計
ま
で
行
っ
た
。
し
か
し
時
代
の
変
化
も
あ
り
、
各
学
校
か
ら
利
用

の
希
望
が
少
な
く
、
八
ヶ
岳
山
荘
は
平
成
十
八
年
を
も
っ
て
そ
の
歴
史
を
と
じ
た
。

第
七
節

校
訓
「
明
敏
謙
譲
」
を
象
徴
し
て

ブ
ロ
ン
ズ
少
女
像
成
る

昭
和
三
十
九
年
に
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
が
東
洋
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
輝
か
し
い
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を
記
念
し
て
、
本
学
院
の
校
訓
の
シ
ン
ボ
ル
と

も
言
う
べ
き
少
女
像
「
明
譲
」
が
本
学
院
短
期
大
学
教
授
、
彫
塑
界
の
権
威
新
井
喜
惣

次
先
生
の
手
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
、
昭
和
四
十
年
三
月
に
完
成
し
た
。
こ
れ
は
、
新
井

建築中の八ヶ岳山荘

昭和学院及び中学校・高等学校



先
生
半
年
に
わ
た
る
力
作
で
、
六
尺
余
り
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
あ
る
。
少
女
像
の
モ
デ
ル
は
、
昭
和
四
十
年
の
春
、
本
学
院
を
卒

業
し
た
多
賀
谷
靖
子
さ
ん
で
、
陸
上
競
技
で
活
躍
し
た
選
手
で
あ
る
。
か
も
鹿
の
よ
う
に
足
が
す
ら
っ
と
し
た
一
人
の
少
女
が
、

両
手
を
広
げ
て
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
姿
を
像
に
し
た
等
身
大
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
で
あ
る
。

「
明
譲
」
と
命
名
し
た
の
は
学
院
長
で
、
校
訓
の
「
明
敏
謙
譲
」
の
「
明
」
と
「
譲
」
を
と
っ
た
。
本
学
院
の
校
訓
は
、
性
格

は
明
る
く
、
素
直
で
、
健
康
で
あ
り
、
物
事
に
お
い
て
は
機
敏
で
あ
る
。
す
べ
て
の
面
に
お
い
て
積
極
的
な
意
欲
を
も
ち
、
相

手
を
敬
い
自
己
を
へ
り
く
だ
る
。
こ
の
精
神
は
、
ス
ポ
ー
ツ
精
神
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
少
女
像
の
印
象
は
、「
少

女
」
と
い
う
言
葉
か
ら
受
け
る
弱
々
し
さ
は
少
し
も
な
く
、
む
し
ろ
、
筋
骨
隆
々
と
し
た
中
に
、
躍
動
さ
え
感
じ
ら
れ
る
。
長

距
離
を
余
裕
た
っ
ぷ
り
に
ゴ
ー
ル
イ
ン
し
た
美
し
い
姿
で
あ
る
。
少
女
像
の
除
幕
式
は
、
昭
和
四
十
年
三
月
十
五
日
、
卒
業
式

終
了
後
、
本
学
院
高
校
本
館
の
玄
関
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

第
八
節

教
育
の
近
代
化
の
試
み

一
、
開
花
し
た
視
聴
覚
教
育

本
学
院
の
視
聴
覚
教
育
は
、
昭
和
三
十
一
年
の
十
五
周
年
記
念
教
室
が
完
成
し
た
時
、
既
に
始
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

十
年
後
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
教
師
が
教
科
書
と
黒
板
、
チ
ョ
ー
ク
を
使
用
し
て
の
授
業
形
態
か
ら
、
ス
ラ
イ
ド
、
映
画
、
放



送
、
テ
レ
ビ
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
等
の
視
聴
覚
教
材
、
教
具
を
使
用
し
た
効
果
的
な

学
習
を
め
ざ
す
も
の
に
変
わ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
本
学
院
は
昭
和
四
十
年
度
か
ら
、
学
院
長
の
新
し
い
教
育
理
念
に
基
づ
き
、
中
・
高
で
は
、
各
教
科
一
名
宛
の

職
員
が
研
究
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
新
た
に
視
聴
覚
教
育
研
究
委
員
会
が
組
織
さ
れ
た
。
こ
の
会
の
委
員
長
に
任
命
さ
れ
た
菅
谷

愈
教
諭
を
中
心
に
、
学
院
長
の
二
大
方
針
、「
施
設
設
備
の
充
実
」、「
研
究
組
織
の
改
善
」
に
沿
っ
て
熱
心
に
研
究
が
進
め
ら

れ
た
。
そ
の
研
究
成
果
を
全
職
員
に
浸
透
さ
せ
る
意
味
か
ら
、
昭
和
四
十
年
十
一
月
二
十
四
日
に
、
第
一
回
校
内
視
聴
覚
研
究

会
が
開
か
れ
、
視
聴
覚
教
育
の
研
究
に
本
格
的
に
と
り
く
む
こ
と
と
な
っ
た
。

二
、
商
業
教
育
の
体
質
改
善

昭
和
三
十
年
代
も
終
わ
り
頃
に
な
る
と
、
事
務
処
理
の
合
理
化
を
図
る
た
め
企
業
の
事
務
機
械
化
が
著
し
く
進
ん
だ
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
か
ら
、
本
学
院
に
お
い
て
は
、
社
会
の
企
業
に
合
っ
た
商
業
人
と
し
て
の
能
力
、
教
養
を
高
め
る
た
め
に
、
商
業

教
育
の
内
容
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
改
善
の
方
向
は
、
商
業
教
育
に
事
務
機
械
科
を
設
け
て
、
そ
の
技
能

を
育
て
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

こ
の
商
業
教
育
の
体
質
改
善
に
あ
た
っ
て
、
本
学
院
の
商
業
教
育
は
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
充
分

研
究
し
た
結
果
、
商
業
科
教
育
と
し
て
指
導
で
き
る
事
務
機
械
を
購
入
し
、
指
導
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
昭
和
四
十
年

度
を
指
導
準
備
期
と
し
て
、
そ
の
間
に
更
に
研
究
を
す
す
め
て
、
昭
和
四
十
一
年
度
か
ら
、
新
科
目
の
事
務
機
械
科
を
設
け
、

昭和学院及び中学校・高等学校



ま
た
、
計
算
実
務
科
に
加
算
機
を
加
え
た
指
導
計
画
を
立
て
た
。
事
務
機
械
は
イ
タ
リ
ア
の
オ
リ
ベ
ッ
テ
ィ
製
品
が
採
用
さ
れ

た
。
こ
の
資
金
の
一
部
と
し
て
、
産
業
教
育
振
興
助
成
資
金
を
利
用
し
た
。

三
、
教
育
相
談
室
新
設

子
ど
も
を
健
全
に
育
て
る
に
は
、
物
的
環
境
と
共
に
心
理
的
環
境
が
正
常
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
心
理
状

態
は
各
人
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
た
め
、
学
校
集
団
教
育
で
は
、
手
の
届
か
な
い
面
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
本
学
院
で
は
、
中

学
・
高
等
学
校
の
生
徒
を
対
象
に
昭
和
四
十
一
年
度
か
ら
、
各
人
の
状
態
に
応
え
て
、
健
全
な
成
長
を
助
け
る
教
育
相
談
（
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
係
教
師
が
生
徒
指
導
部
の
中
に
置
か
れ
、
こ
の
年
の
五
月
に
、
教
育
相
談
室
を

新
設
し
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
池
亀
巴
教
諭
が
任
命
さ
れ
、
教
育
相
談
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
相
談
教
師

は
増
員
さ
れ
て
、
教
育
相
談
の
活
動
と
研
究
が
一
段
と
活
発
に
な
っ
た
。
そ
の
任
に
は
、
宮
川
博
太
郎
教
諭
が
当
た
っ
て
い
た
。

第
九
節

公
開
研
究
会
に
学
ぶ

一
、
千
葉
県
私
学
生
活
指
導
部
会
開
催

中
学
・
高
等
学
校
の
生
活
指
導
部
は
、
昭
和
三
十
七
年
度
に
改
組
さ
れ
、
生
徒
へ
の
生
活
指
導
の
面
が
強
化
さ
れ
、
そ
の
さ


